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市内の生活の安全に関する情報を皆さんへ迅速に伝えるため生活安全・安心メール配信サービスを実施しています。まずはakoku@kmel.jpへ空メールを送信してください　i防災安全課（内3５7）

　市内の農地を守ることは、生物多様性の保全など環境全般に関わっ
てきます。未来の子どもたちに引き継ぐ国分寺の豊かな自然環境の未
来に関して一緒に学びませんか。
k�渡辺誠さん（東京農工大学准教授）・�
中村克之さん（農業者）
e無料　s環境ひろば・市

第13回第13回
都市農地保全自治体フォーラム都市農地保全自治体フォーラム
都市農業は、都市生活に新たな豊かさをもたらす

　都内で農地保全を推進する38市区町が連携し、フォーラム
を開催します。
n�第1部＝自治体取り組み紹介・フォーラム宣言など
　第2部＝�講演会�

①都市農業の展望　豊かな暮らしと地域を目指して�
②農業の魅力と可能性を活かして�
k①後藤光蔵さん（武蔵大学名誉教授）�
　②荘埜晃一さん（農業者）

→経済課（内397）

y�午前11時30分～午後2時30分
　※なくなり次第終了
b�練馬区立区民・産業プラザＣｏｃｏｎe
rｉ　ホール（練馬区練馬1-17-1）

都内産農産物・加工品の紹介と販売都内産農産物・加工品の紹介と販売
同時開催

2月2日（日）午後1時15分～4時
練馬文化センター小ホール

（練馬区練馬1-17-37）※当日直接会場へ

第第1515回 回 環境シンポジウム環境シンポジウム
緑あふれるまちを目指して　都市農地の保全・活用緑あふれるまちを目指して　都市農地の保全・活用

講師と参加者との
意見交換、

環境団体の紹介など

→まちづくり計画課（内356）→まちづくり計画課（内356）

一番近い畑から一番近い畑から
一番おいしい野菜を一番おいしい野菜を
国分寺中村農園の挑戦

事例紹介

緑あふれるまちを目指して緑あふれるまちを目指して
農業振興による環境の
保全について

基調講演

中村克之中村克之さんさん

渡辺誠渡辺誠さんさん

2月8日（土）午後1時30分～（開場＝1時）
リオンホール（ｃｏｃｏｂｕｎｊｉ　 ＷＥＳＴ5階）

※当日直接会場へ。手話通訳あり

　地区の住民などが自主的に策定した地区防災計画を、各地
区の代表者が発表します。課題や活動内容が地区ごとに異な
ることから、独自の計画を策定し、平常時には防災に関する
地域の体制づくりおよび知識の普及・啓発、災害時にはこの
計画に基づいて発災直後や復興期などの状況に応じた活動を
行います。
　発表会を通じて、他の地区の地区本部や在宅避難者対策な
どの取り組みを知り、自身の地域のことを考えてみませんか。

地区防災計画発表会地区防災計画発表会

→防災安全課（内511）

　災害に備え、地区の住民などが自ら作る防災計画です。アンケートやまち
歩きを行い、自助・共助を中心に各地区の状況を踏まえた計画を策定してい
ます。計画策定後、市の地域防災計画の中に地区防災計画を定めることを提
案できます。地域防災計画の中に定めることで、自助・共助・公助の連携を
図り、スムーズな災害対応につながります。
　現在市内では、9地区が地区防災計画を市の地域防災計画に定め、その他
5地区が策定済み、1地区が策定中です。

地区防災計画とは

在宅避難とは

　災害時に自宅で生活できる場合、
そのまま避難生活を続けることで
す。過去の災害から在宅避難者対策
が求められています。

地区本部とは

　災害時に、地区住民の安否確認、
情報収集・伝達、在宅避難者支援な
ど、地区防災計画に基づく活動を行
う拠点となる場所です。

命を守る・つなぐためには平常時からの体制づくりが必要です

2月3日（月）午後2時～4時15分
リオンホール（ｃｏｃｏｂｕｎｊｉ　 ＷＥＳＴ5階）

※当日直接会場へ。手話通訳あり

コーディネーター
　吉井博明さん（東京経済大学名誉教授）
パネリスト
　発表地区代表者

発表地区
　西町弁天町内会
　戸倉自治会東地区防災会

①防災まちづくり推進地区の
　地区防災計画発表

②パネルディスカッション

国分寺市制施行55周年記念

西町弁天町内会・戸倉自治会東地区
防災会の取り組みを紹介します


